
 
 

  平 成 ２６年 １０月 １６日 
   生 活 文 化 局 

 
 

平成２５年度における都内私立学校の児童・生徒の問題行動等の実態 

 

１ 調査の概要 
 

  本調査は、文部科学省が全国の小学校、中学校、高等学校（全日制・定時制・通信制）及び特別支援学校

を対象に、平成２５年度（平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで）における「暴力行為」、「いじめ」、

「不登校」、「高等学校における長期欠席」及び「高等学校における中途退学者等」等の実態把握のため、実

施した調査のうち、東京都内の私立学校分を取りまとめたものである。  

 
 ＜調査対象＞ 

  私立小学校      ５３校（児童数   ２６，０１５人） 
  私立中学校     １８８校（生徒数   ７６，５９７人） 休校含む。 
  私立高等学校    ２４１校（生徒数 １８６，１７２人） 休校含む。 
  私立特別支援学校    ４校（児童・生徒数  ２４１人） 

※ 学校数及び児童・生徒数は、平成２５年度学校基本調査（平成２５年５月１日現在）による。 

ただし、「（５）私立高等学校における中途退学者数等の状況」については、平成２５年４月１日現在の

高等学校（全日制・定時制・通信制）の生徒（生徒数 １８５，９８６人）が対象である。 

 なお、「（４）私立高等学校における長期欠席の状況 」については、高等学校（通信制）は含まない。 

 

２ 主な調査結果 ※カッコ内は前年度数値 

（１） 私立小学校、中学校、高等学校における暴力行為の状況   【資料の１（３頁）参照】 

平成２４年度に比べ、暴力行為の発生件数は中学校及び高等学校において減少している。 

学校内での暴力行為は、小学校２校で４件（２件）、中学校４２校で１４２件（１５７件）及び高等学校６０校

で１７６件（１８８件）発生している。 

学校外での暴力行為は、小学校０校で０件（２件）、中学校４校で４件（４件）及び高等学校１４校で１６

件（１０件）発生している。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※ 本調査における「暴力行為」とは、「自校の児童生徒が，故意に有形力（目に見える物理的な力）を加

える行為」をいい、被暴力行為の対象によって、「対教師暴力」（教師に限らず，用務員等の学校職員も

含む）、「生徒間暴力」（何らかの人間関係がある児童生徒同士に限る）、「対人暴力」（対教師暴力、生

徒間暴力の対象者を除く）、学校の施設・設備等の「器物損壊」の四形態に分けている。 

【問い合わせ先】 

生活文化局私学部私学行政課 電話 03-5388-3194  
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（２） 私立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況   【資料の２（４頁）参照】 

    平成２４年度に比べ、いじめの認知件数は小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校において減少

している。 

いじめは小学校１１校で３３件（５９件）、中学校６７校で２３１件（４１３件）、高等学校５０校で１２３件（２３

８件）及び特別支援学校０校で０件（３件）発生している。 

 

 

 
 

 
 

 

（３） 私立小学校及び中学校における不登校の状況   【資料の３（９頁）参照】 

平成２４年度に比べ、不登校児童生徒数は小学校及び中学校において増加している。 

不登校児童生徒数は小学校２１校で３９人（２９人）及び中学校１５１校で９８４人（８２２人）である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

（４） 私立高等学校における長期欠席の状況   【資料の４（１２頁）参照】 

平成２４年度に比べ、長期欠席者数は全日制において増加しており、定時制において減少してい

る。 

長期欠席者数は１,５０４人（１,４２０人）で、全日制は１,４６１人（１,３６７人）及び定時制は４３人（５３人）

である。 

 
 
 
 

 
（５） 私立高等学校における中途退学者数等の状況   【資料の５（１４頁）参照】 

平成２４年度に比べ、退学となった生徒数（全日制）は減少しており、原級留置となった生徒数（全日

制）は増加している。 

退学者数は２，２０６人で、全日制は１，５０５人（１，７４８人）、定時制は３６人（２６人）、通信制は６６５

人である。 

平成２５年３月３１日で原級留置となった生徒数は１，１４８人で、全日制は２３７人（２２９人）、定時制

は８２人（４人）、通信制は８２９人である。 

※ 本調査における「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等

当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の

苦痛を感じているもの」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 

※ 本調査における「不登校」とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、

児童生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況にあること（ただし、病気や経済的な理由による

ものを除く）をいう。 

※ また、「不登校児童生徒数」とは、不登校により平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までに連続

又は断続して３０日以上欠席した児童生徒をいう。 

※ 本調査における「長期欠席者数」とは、学校基本調査の小学校・中学校における「長期欠席者」に準じて、

「平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までに連続又は断続して３０日以上欠席した生徒」をいう。 
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１　私立小学校、中学校及び高等学校における暴力行為の状況

（１） 暴力行為の発生状況

※表中の（　）内は前年度数値 ※高等学校は通信制が対象に加わったため、学校総数が増えている。

（２） 対教師暴力の状況

学校内

学校外

学校内

学校外

学校内

学校外

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
　「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数、「被害教師数」欄が被害教師数／発生件数

（３）　生徒間暴力の状況

学校内

学校外

学校内

学校外

学校内

学校外

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
　「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数、「被害児童・生徒数」欄が被害児童・生徒数／発生件数
※加害被害の別が判明しない場合は、「加害児童・生徒数」欄に含めている。

（４） 対人暴力の状況

学校内

学校外

学校内

学校外

学校内

学校外

※表中の（　）内は､「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数、「被害者数」欄が被害者数／発生件数

（５） 器物損壊の状況

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
　「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数

発生件数
（件）

加害児童・生徒数
（人）

被害教師数
（人）

0 （0.00 ） 0

（1.00 ）

0 （0.00 ）

中学校 188
0 （0.0%）

（1.6%）3

加害児童・生徒数
（人）

23 （1.44 ）

3 （1.50 ）

16 （0.09 ）

33高等学校

53

188

発生学校数
（校）

　　 　    項目
  校種

学校総数
（校）

小学校

中学校 8

0

2 （3.8%） 2 （0.04 ）

241

（4.3%）

発生件数
（件）

（0.01 ）

（0.00 ）

（1.22 ）15 （6.2%） 27 （0.11 ）

00 （0.0%）

0 （0.00 ）

（0.00 ）

6 （2.5%） 6 （0.02 ）

1 （0.4%） 2

（0.00 ） 0 （0.00 ）

0 （0.00 ）

0 （0.0%） 0

0 （0.0%）

40 （1.10 ）123 （0.65 ） 178 （1.45 ）（21.3%）

（0.00 ） 0 （0.00 ）

（1.00 ）

（0.00 ） 0 （0.00 ）

6（1.00 ）

（0.00 ）

（1.9%） 1

0 （0.0%）

（0.00 ）

（0.00 ） 0

3

0

6

（0.00 ） 0

3

6 （0.02 ）

0

0

Ｃ/Ａ

（1.00 ）

（1.9%） 1 （0.02 ） 3 （3.00 ）

Ｃ

3 （1.00 ）

（53）

53
0

42

学校外 14

学校総数
（校）

区分
発生学校数

（校）

（45） 22.3% （23.9%）

0.08 （0.04） 

0.00 （0.04） 

4 （2）

0 （2）

高等学校 241

小学校 53

中学校 188

54 （22.4%）

4 （2.1%）

（7）

0（0.0%）

1

5 （2.1%）

60 （58）

学校内

学校外

学校内

4 （4）

高等学校 241

中学校 188 （188）

小学校

高等学校 241 （237）

　　 　    項目
  校種

188

　　 　    項目
  校種

区分

135
中学校

小学校

学校総数
（校）

53
0 （0.0%）

　　 　    項目
  校種

被害者数
（人）

高等学校 241

学校総数
（校）

8 （3.3%）

141

10 （1.00 ）

資　　料

学校総数（校） 発生学校数（校） 発生率（％）
区分

Ｂ Ｂ/Ａ×100
発生件数（件） １校あたりの件数（件）　　 　    項目

  校種

2

0

（1）

（2）

学校内

学校外

Ａ

小学校 53

24.9% （24.5%）

5.8% （3.0%）

3.8% （1.9%）

0.0% （3.8%）

2.1% （2.1%）

142 （157）

4 （4）

176 （188）

16 （10）

0.76 （0.84） 

0.02 （0.02） 

0.73 （0.79） 

0.07 （0.04） 

1 （1.00 ）

（0.00 ）

3

（0.00 ）

（0.02 ）

0

3 （0.75 ）

1

発生学校数
（校）

発生件数
（件）

加害児童・生徒数
（人）

被害児童・生徒数
（人）

（3.00 ）1 （0.02 ）

15 （1.50 ）

4 （0.02 ） 5 （1.25 ）

（0.59 ） 200 （1.42 ）

0 （0.00 ）

165 （1.17 ）

区分
発生学校数

（校）
発生件数

（件）
加害児童・生徒数

（人）

10 （0.04 ）

2 （1.00 ）

0 （0.00 ）

0 （0.0%） 0 （0.00 ） 0 （0.00 ）

7 （1.17 ）8 （1.33 ）

0 （0.00 ）

0 （0.00 ）

2 （1.00 ）
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（６） 暴力行為の学年・男女別加害児童・生徒数

※表中の（　）は、該当する男女別児童・生徒数／男女別加害児童・生徒区分別総数×100

２　私立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況

（１） 「いじめ」の認知状況等

※表中の（　）内は前年度数値

※高等学校は通信制が対象に加わったこと、及び、全定併置校や通信制併設校等を全日制・定時制・通信制それぞれ１校と計上する方法に

　 変更になったことから、学校総数が増えている。

（２） いじめの現在の状況

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

一定の解消が図られたが、継続支援中

その他（他校への転学、退学等）

1

9

（0.8%）

（15.2%） （8.9%）（12.1%）

（6.1%）

192

（8.2%） （7.3%）

解消しているもの

解消に向けて取組中
12

（5.2%）

2

4 35

（75.8%） （71.4%）

（6.1%）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

25 165 102 0

（7.8%）

292

（75.5%）

11 0 50

（82.9%） （0.0%）

（0.0%） （12.9%）

計

15

30

0

0

（0.0%） （3.9%）

（0.0%）

67

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　         校種
　項目

Ｂ

（1）

123 （238）（413）

Ｂ/Ａ×100

Ｃ/Ａ１校当たりの件数（件）

認知学校率

警察に相談・通報した件数（件）　

1.20.6 （1.1 ）

　　　　　　　　   　　　　　　　　校種
  項目

（20）

33 （59）

学校総数（校）

Ｃ

小学校

Ａ

認知件数（件）

認知学校数（校）

53 （53）

11

35.6%

188

0

20.8% （37.7%）

2

231

（188） 4 （4）

0 （1）

266 （237）

50 （84）（93）

（41.1%）

0 （3）

0.0% （25.0%）

0 （0） 3 （6）

（6）

（482）

128 （198）

387 （713）

（2）

3

（1.5 ）

中学校 高等学校 特別支援学校 計

0.0 （0.8 ）

511

1

（35.4%）

0.8

25.0%

0.5 （1.0 ）

（3）

（2.2 ）

（49.5%）

（3） 0 （0）1 （2）

18.8%

警察に相談・通報した学校数（校）　 0 （1） 2

（単位：人）

（34.8%）

（32.8%）

　　 　    項目
  校種

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（34.7%）

（20.0%）

0

8

85

0

0

70

5

1

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（50.0%）

（0.0%）

高等学校

1

（0.0%）

126

9

小学校

中学校

（0.0%）

（0.0%）

0

２年生

男 女 男 女

（50.0%）

0

0

87

0

（0.0%）

（0.0%）

１年生

0

学校外

学校内

学校外

計

学校内

（0.0%）

区分

（53.4%）

0

学校内

1

1 （32.6%）

75

77

1

0

0

0

187

（43.1%）

（0.0%） 00

（42.0%）

0

0

45

（0.0%） 0

計

（100.0%）

（36.2%）

学校外

0

（22.3%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）0

0 （0.0%）

0

0

0

45

男

６年生５年生

（21.7%）

（26.1%）

0

（0.0%）

（0.0%）

計 135

（39.1%）

（52.1%）

（0.0%） （0.0%）

（50.0%）

0

（50.0%）

33

　　 　    項目
  校種

区分
４年生

女男

小学校

学校内 0 （0.0%）

学校外

女

2（20.0%）

（0.0%）

0 （0.0%） （0.0%）

（40.0%）

2 （40.0%）

0 （0.0%）

計 0 （0.0%）

（0.0%）

0 0

0

（0.0%）（0.0%） 0

8 （100.0%）0

（0.0%）

8 （100.0%）0 （0.0%） 0 （0.0%）

（100.0%）

0 （0.0%）

（0.0%） 0

（100.0%）

（0.0%）

1

0

1

（15.1%） 239

（0.0%）0

３年生

0 （0.0%）

男 女

（40.0%）

（14.0%）

0

（0.0%）

女男

6

（0.0%）

2 （40.0%）
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（３） いじめの認知件数の学年別、男女別内訳

※表中の（　）内は、該当する人数/いじめの認知件数×100

（４） いじめの発見のきっかけ

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

0

0 9

1 0 3

（25.5%） （30.9%）

　　　　　　　　　　　　　         校種
 　学年

0 5 4

30 20

101 （43.7%）

0 63

14

計

男子

女子

計

（0.0%） 196（42.4%）

（49.4%）

（50.6%）

19 （57.6%） 130 （56.3%） 42 （34.1%）

（65.9%）

33 （100.0%） 231 （100.0%） （0.0%）

81

105

0

0

0 （0.0%） 191

24

74（45.5%）（3.0%）

387 （100.0%）

15 59 38 0 112

123 （100.0%）

1

1

１年生

男子

女子 0

計

（3.0%） 46 （19.9%） 50

（0.0%） 59 （25.5%）

14

（34.6%） 39

（14.3%） 25

（20.3%）

0

1

1 80

33

（3.0%） 47

（0.0%）

（3.0%）

２年生

男子

女子

計

３年生

男子

女子

計

４年生

男子

女子

計

男子

女子

計

５年生

男子

女子

計

（19.5%）

（40.7%）

（20.3%）

（60.2%）

（31.7%）

（11.4%）

1 （3.0%） 22 （9.5%） 6 （4.9%）

1 （3.0%） 24 （10.4%） 4 （3.3%）

2 （6.1%） 46 （19.9%） 10 （8.1%）

3 （9.1%）

3 （9.1%）

6 （18.2%）

6 （18.2%）

7 （21.2%）

13 （39.4%）

3 （9.1%）

7 （21.2%）

10 （30.3%）

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　          校種
 　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

６年生

0 1 1 0 2

2

24 0 93

39

16

0

2 0

0 0 0

33 231 123 0 387

0 0

57

3 00 13

3 24 12 0

0 0 0

3

0 24 10 0 34

12

0

本人からの訴え

18 172

内
　
訳

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

児童生徒（本人を除く）からの情報

保護者（本人の保護者を除く）からの情報

地域の住民からの情報 0

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

学校の教職員以外からの情報により発見
85 0 275

3 77 45 0 125

（45.5%）

内
　
訳

学級担任が発見

学級担任以外の教職員が発見
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）

養護教諭が発見

スクールカウンセラー等の外部の相談員が発見

アンケート調査など学校の取組により発見

13

1

計

（0.0%） （28.9%）

（54.5%） （74.5%） （69.1%） （0.0%） （71.1%）

その他（匿名による投書など）

学校の教職員等が発見

計

（単位：人）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

―　５　―



（５） いじめられた児童・生徒の相談の状況

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（６） いじめの態様

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（176.4%） （0.0%） （161.2%）

（23.0%）

12

（3.1%）

624

0 37

計
55

（0.0%）

0

（0.0%）

352 217 0

（166.7%） （152.4%）

その他
1 7

（16.3%）

35

（28.5%）

4

（3.0%） （3.0%） （3.3%）

（6.5%）

53

（0.0%） （9.6%）

0 89

0 28

（8.7%） （6.5%） （0.0%） （7.2%）

パソコンや携帯電話で、誹謗中傷やいやなことをされる
1

20 8

15 20

（3.0%） （22.9%）

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
0

（0.0%）

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする
2

（6.1%）

0 23

（0.0%） （5.9%）
金品をたかられる

0 11 12

（0.0%） （4.8%） （9.8%）

0 31

（0.0%） （8.0%）
ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする

1 10 20

（3.0%） （4.3%） （16.3%）

0 62

（0.0%） （16.0%）

（19.5%） （0.0%） （25.3%）

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする
7 29 26

（21.2%） （12.6%） （21.1%）

（0.0%） （63.0%）

仲間はずれ、集団による無視をされる
18 56 24 0 98

（54.5%） （24.2%）

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
25 151 68

（75.8%） （65.4%） （55.3%）

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

0 244

0 709

（0.0%） （183.2%）
計

53 453 203

（160.6%） （196.1%） （165.0%）

0 28

（0.0%） （7.2%）

0 1

（0.3%）

0 1

2 19 7

（6.1%） （8.2%） （5.7%）

（0.0%） （16.3%）
友人に相談

4 47 12

（12.1%） （20.3%）

保護者や家族等に相談
15 126 31

（45.5%）

0

0 13

（0.0%） （3.4%）

（9.8%）

0 172

（0.0%） （44.4%）

63

学校以外の相談機関に相談（電話相談やメール等も含む）
1 10 2

（3.0%） （4.3%） （1.6%）

（0.0%） （13.2%）
スクールカウンセラー等の相談員に相談

2 29 20

（6.1%） （12.6%）

養護教諭に相談
3 16 10

（9.1%）

0

0 76

（0.0%） （19.6%）

（16.3%）

0 29

（0.0%） （7.5%）

51

0

学級担任以外の教職員に相談
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）

7 38 31

（21.2%） （16.5%） （25.2%）

学級担任に相談
19 168 89

（57.6%） （72.7%） （72.4%）

0

（6.9%） （8.1%）

（54.5%） （25.2%）

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　          校種
 　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

（0.0%） （71.3%）

誰にも相談していない

276

その他（地域の人など）

（単位：件）

（0.0%） （0.0%） （0.8%） （0.0%）

―　６　―



（７） いじめる児童・生徒への対応

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（８） いじめる児童・生徒に対する関係機関の措置別人数

0 1,583

（330.3%） （387.9%） （469.9%） （0.0%） （409.0%）
計

109 896 578

0 14

（0.0%） （6.1%） （0.0%） （0.0%） （3.6%）
その他

0 14 0

0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）
地域の人材や団体等との連携

0 0 0

0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）
その他の専門的な関係機関との連携

0 0 0

1 0

0

病院等の医療機関等との連携
3

（0.0%） （0.9%） （0.8%） （0.0%） （0.8%）

20

0 2

（3.0%） （0.4%） （0.0%） （0.0%） （0.5%）

01

1 0 3

（6.1%） （0.0%） （0.8%） （0.0%） （0.8%）

（0.0%）

0 187

（48.3%）

関係機関等
との連携

警察等の刑事司法機関等との連携
2 0

児童相談所等の福祉機関等との連携
1

いじめられた児童・生徒やその保護者に対する謝罪の指導
12 103 72

0

（36.4%） （44.6%） （58.5%） （0.0%）

（45.5%） （60.7%）
保護者への報告

15 128 92

0

（13.8%）

235

（55.4%） （74.8%）

（0.0%） （12.4%）

48

（0.0%） （13.4%）
訓告

0 31 17

33

－ － （26.8%） （0.0%） （8.5%）
停学

－ － 33

（0.0%） （5.6%） （4.9%）

退学・転学

懲戒処分としての退学
0 1

その他

（0.0%） （0.4%）

0 13

グループ替えや席替え、学級替え等
2 21 7

（6.1%） （9.1%） （5.7%）

別室指導
（15.2%） （16.9%） （30.1%）

0 815 39 37

0 121

（33.3%） （30.3%） （32.5%） （0.0%） （31.3%）
校長、教頭が指導

11 70 40

0 17

（9.1%） （4.8%） （2.4%） （0.0%） （4.4%）
養護教諭が指導

3 11 3

0 318

（63.6%） （84.0%） （83.7%） （0.0%） （82.2%）
学級担任や他の教職員が指導

21 194 103

0 34

（9.1%） （8.7%） （8.9%） （0.0%） （8.8%）
スクールカウンセラー等の相談員がカウンセリングを行う

3 20 11

0 40

（9.1%） （11.7%） （8.1%） （0.0%） （10.3%）
スクールカウンセラー等の相談員が状況を聞く

3 27 10

（単位：件）

（15.2%） （7.8%） （8.9%） （0.0%） （8.8%）

特別支援学校 計

0 343

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校 高等学校

0

0 2

学級担任や他の教職員が状況を聞く
26 203 114

（78.8%） （87.9%） （92.7%） （0.0%）

計 1 1 0

0 0

児童相談所 1 1 0 0 2

児童自立支援施設 0 0 0

0 0

0 0 0 0

0 0

保護観察 0

少年院 0

0 0

少年刑務所 - - 0 0 0

家庭裁判所（不処分、審判不開始を含む） 0 0 0

特別支援学校 計

0 0 0 0

中学校 高等学校

（単位：人）

警察の補導（家庭裁判所送致等されず、警察限りで処理されたもの） 0

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校

（88.6%）

養護教諭が状況を聞く
5 18 11 34

自宅学習・自宅謹慎
－ － 15 0 15

－ － （12.2%）

6 0 19

0

（7.8%）

（4.1%） （0.0%）

5

30

（0.0%）

（0.0%） （3.9%）

（0.0%） （20.9%）

（0.0%） （4.9%）

0 6

（1.6%）

0

―　７　―



（９） いじめられた児童・生徒への対応

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（10） 学校におけるいじめの問題に対する日常の取組

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する校数/校種別学校総数×100

（17.3%）

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

0

（4.7%）

2 39 26 0 67

（2.4%）（6.1%）

（0.0%）

14

0

（0.0%）

28

11

（21.1%）

（396.2%） （359.0%） （305.6%） （333.3%）（125.0%）

（2.0%）

（3.8%） （1.1%） （1.9%） （0.0%） （1.8%）

（0.0%） （2.1%） （2.3%） （0.0%）

（12.1%）

（5.7%） （2.1%） （1.5%） （0.0%）

4

（34.2%）

（7.5%） （10.6%） （10.2%） （0.0%） （10.0%）

（49.1%）

123

計

その他
2 2

（0.0%）

（2.2%）

（15.1%） （10.1%）

いじめ問題に対応するため、校内組織の整備など教育相談
体制の充実を図った

教育相談の実施について，必要に応じて教育センターなどの
専門機関と連携を図るとともに、学校以外の相談窓口の周知
や広報の徹底を図った

学校におけるいじめへの対応方針や指導計画等を公表し、
保護者や地域住民の理解を得るよう努めた

ＰＴＡや地域の関係団体等とともに、いじめの問題について協
議する機会を設けた

26

3

4

スクールカウンセラー、相談員、養護教諭を積極的に活用し
て相談にあたった

8

26

道徳や学級活動の時間にいじめにかかわる問題を取り上げ、
指導を行った

児童・生徒会活動等を通じて、いじめの問題を考えさせたり、
生徒同士の人間関係や仲間作りを促進した

（34.0%）

45

（60.4%）

（84.9%）

32

（0.0%）

195 2

いじめの問題に対し、地域の関係機関と連携協力した対応を
図った

0

（28.2%） （25.0%）

（43.6%） （0.0%）

0

18 52

72

（269.1%） （265.9%）

0

331

1 1

0

（5.7%） （0.0%）

0

1

（0.8%）

（0.0%） （0.0%）

0

計

その他

（0.0%） （1.7%）

（218.2%） （271.0%）

児童相談所等の関係機関と連携した対応（サポートチームなども含む）

626

（3.0%） （0.4%）

他の児童生徒に対し、助力・支援を個別に依頼

当該いじめについて、教育委員会と連携して対応

（6.1%） （16.9%）

学級担任や他の教職員等が家庭訪問を実施

グループ替えや席替え、学級替え等
2

（6.1%） （12.1%）

0

（10.6%）

18

（0.0%） （6.1%） （8.9%） （0.0%） （6.5%）

250

（5.6%）

146

（7.8%）

（0.0%）

（17.1%）

（63.2%）

0

4

（20.7%）

（72.4%） （0.0%） （64.3%）

89 0 249

（0.0%）

（9.6%）

（単位：件）

特別支援学校 計

0 373

高等学校

0

0 80

（0.0%）

7

0

（0.0%）

19 0 41

（13.4%）

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校

スクールカウンセラー等の相談員が状況を聞く

学級担任や他の教職員が状況を聞く

養護教諭が状況を聞く

（22.5%）（21.2%）

（87.9%）

学級担任や他の教職員が継続的に面談しケアを行う

（3.0%）
スクールカウンセラー等の相談員が継続的にカウンセリングを行う

14

（12.1%）

（42.4%）

別室を提供したり、常時教職員が付くなどして心身の安全を確保
（6.1%）

養護教諭が継続的に面談しケアを行う

緊急避難としての欠席
2

117

21

227

8 30

29

7

14

52

（95.1%）

0

（98.3%）

（24.2%） （13.0%） （11.4%）

52

（96.4%）（0.0%）

210

4 18

1 34

2

675

中学校

148

123

（78.7%）

（70.7%）

（25.2%）（27.7%）

133

13

（8.7%） （15.4%）

20

（14.7%） （9.8%） （12.1%）

813 5

3 0

高等学校

（73.3%） （50.0%）

1,703

391

33

12 0 47

（0.0%） （8.5%）

11

（8.9%）

（単位：校）

計特別支援学校

37

0 1,029

0 2

50

（0.5%）

（1.3%）（0.0%）

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

職員会議等を通じて、いじめ問題について教職員間で共通
理解を図った

いじめの問題に関する校内研修を実施した

46

小学校

（86.8%）

137

4

（13.2%）

（38.8%）

73

（46.8%）

19

116

160

27

35

97

62

0 51

0 239

20

（76.5%）

（0.0%）

0 4

（61.6%）（65.4%）

（49.1%） （51.6%）

0 11

（46.2%） （50.0%）

10

0

1

2 303

75

（60.2%）

（0.0%）

175

（26.8%）

（59.3%）

67

5 0

6 0

9

315

―　８　―



（11） いじめの日常的な実態把握のために、学校が直接児童・生徒に対し行った具体的な方法について

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する校数/校種別学校総数×100

（１２）いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する「重大事態」の発生件数

※いじめ防止対策推進法が施行された平成25年9月28日以後の状況

３　私立小学校及び中学校における不登校の状況

（１） 不登校の発生状況

※表中の（　）内は前年度数値

（166.0%） （162.8%） （134.2%） （100.0%） （147.7%）
計

88 306 357 4 755

24

（7.5%） （4.8%） （4.1%） （0.0%） （4.7%）

（5.7%） （3.7%） （5.3%） （25.0%） （4.9%）

その他
4 9 11 0

（34.0%） （19.5%） （0.0%） （29.2%）

家庭訪問
3 7 14 1 25

（72.2%） （75.0%） （74.2%）

「個人ノート」や「生活ノート」といったよ
うな教職員と児童生徒との間で日常的
に行われている日記等

33 64 52 0 149

（62.3%）

（0.0%） （4.7%）

個別面談の実施
33 151 192 3 379

（62.3%） （80.3%）

（15.7%）

選択式
2 10 12 0 24

（3.8%） （5.3%） （4.5%）

無記名式
5 33 42 0 80

（9.4%） （17.6%） （15.8%） （0.0%）

調査
方法

記名式
10 34 40 0

（18.9%） （18.1%） （15.0%） （0.0%）

年４回以上
2 2 3 0 7

（3.8%） （1.1%） （0.0%） （1.4%）

年２～３回
8 33 33 0 74

（15.1%） （17.6%） （12.4%） （0.0%）

実施
頻度

年１回
5 40 52

（9.4%） （21.3%） （19.5%）

（1.1%）

アンケート調査の実施
15 75 88 0 178

（28.3%） （39.9%） （33.1%） （0.0%）

　　　　　　　　　　　　　　  　　校種
　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

（単位：校）

（34.8%）

0 97

（0.0%） （19.0%）

（14.5%）

84

（16.4%）

112 6 3 0

中学校 高等学校 特別支援学校 計

5 3 0 91

いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する
「重大事態」の発生件数（件）

いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する
「重大事態」が発生した学校数（校）

 　　　　　　　　                   校種
 項目

小学校 中学校 計

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校

学校総数（校） Ａ 53 （53 ） 188 （188 ） 241 （241 ）

在籍学校数（校） Ｂ 21 （15 ） 151 （145 ） 172 （160 ）

在籍児童・生徒総数（人） Ｃ 26,015 （26,261 ） 76,597 （77,748 ） 102,612 （104,009 ）

不登校児童・生徒数（人） Ｄ 39 （29 ） 984 （822 ） 1,023 （851 ）

学校発生率（％） Ｂ/Ａ×100 39.6% （28.3%） 80.3% （77.1%） 71.4% （66.4%）

児童・生徒発生率（％） Ｄ/Ｃ×100 0.1% （0.1%） 1.3% （1.1%） 1.0% （0.8%）

―　９　―



（２） 不登校児童・生徒数及び学年別内訳

（３） 不登校になったきっかけと考えられる状況

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒数×100

（単位：人）

５年

６年 5

5

男

小学校

１年

２年

0 112

3

女

132

女

３年

計 20

          校種
 項目

7

男

171

４年

中学校

（1.6%）

0

523

4 4

19 461

205

3

0 0

186

178

教職員との関係をめぐる問題
4

8

いじめ
0

（1.1%）

（単位：人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校種
  区分

小学校 中学校

学校に
係る
状況 進路にかかる不安

0

16

（0.0%）

34

（0.0%） （3.5%）

いじめを除く友人関係をめぐる問題
4 118

（10.3%） （12.0%）

11

（10.3%）

学校のきまり等をめぐる問題
0 9

（0.0%） （0.9%）

学業の不振
1 126

（2.6%） （12.8%）

家庭に
係る
状況

家庭の生活環境の急激な変化
3 24

（7.7%）

クラブ活動、部活動等への不適応
1 18

（2.6%） （1.8%）

（11.6%）

入学、転編入学、進級時の不適応
0 43

（0.0%） （4.4%）

本人に
係る
状況

病気による欠席
4 113

（10.3%）

（2.4%）

親子関係をめぐる問題
7 114

（17.9%）

（0.2%）

家庭内の不和
0 39

（0.0%） （4.0%）

不安など情緒的混乱
23 367

（59.0%） （37.3%）

（11.5%）

あそび・非行
0 2

（0.0%）

上記「病気による欠席」から「意図的な拒否」までの
いずれにも該当しない、本人に関わる問題

0 22

（0.0%） （2.2%）

無気力
5 126

（12.8%） （12.8%）

不明
2 27

（5.1%） （2.7%）

意図的な拒否
0 27

（0.0%） （2.7%）

計
54 1,253

（138.5%） （127.3%）

その他
0 17

（0.0%） （1.7%）
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（４） 不登校児童・生徒への指導結果状況

※表中の右欄（（　）内）は前年度数値

※表中で％を付した（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒数×100

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒在籍学校数×100

（70.2%）

（５） 「指導の結果登校する又はできるようになった児童・生徒」
　　　に特に効果のあった学校の措置

　　　　　　　　   　　　　                                   　　　　　　　　　　　　   　　校種
    区分

養護教諭が専門的に指導にあたった

（単位：校）

6 35

全ての教師が当該児童・生徒に触れ合いを多くするなどして学校全体で指導に
あたった

友人関係を改善するための指導を行った

（72.7%）

（11 ）

39

指導中の児童・生徒
23

計

（41.0%） （37.9%）

（59.0%） （62.1%）

 　　　　　　　　                   校種
 項目

指導の結果登校する又はできる
ようになった児童・生徒

293 （224 ）

（18 ） 691

小学校 中学校

（29.8%） （27.3%）

（単位：人）

16

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

（29 ） 984 （822 ）

（598 ）

小学校 中学校

不登校の問題について、研修会や事例研究会を通じて全教師の共通理解を
図った

7 24

（33.3%） （15.9%）

5 24

（23.8%） （15.9%）

教育相談担当の教師が専門的に指導にあたった
3 13

（14.3%） （8.6%）

7 30

（33.3%） （19.9%）

スクールカウンセラー、相談員等が専門的に相談にあたった
11 70

（52.4%） （46.4%）

（28.6%） （23.2%）

教師との触れ合いを多くするなど、教師との関係を改善した
8 42

（38.1%） （27.8%）

授業方法の改善、個別の指導など授業がわかるようにする工夫を行った
3 19

（14.3%） （12.6%）

様々な活動の場面において本人が意欲をもって活動できる場を用意した
2 27

（9.5%） （17.9%）

保健室等特別の場所に登校させて指導にあたった
8 55

（38.1%） （36.4%）

登校を促すため、電話をかけたり迎えに行くなどした
11 56

（52.4%） （37.1%）

家庭訪問を行い、学業や生活面での相談にのるなど様々な指導・援助を行った
4 26

（19.0%） （17.2%）

保護者の協力を求めて、家族関係や家庭生活の改善を図った
8 66

（38.1%） （43.7%）

（23.8%） （9.3%）

病院等の医療機関と連携して指導にあたった
1 27

（4.8%） （17.9%）

教育相談センター等の相談機関と連携して指導にあたった
5 14

その他
0 5

（0.0%） （3.3%）

計
89 533

（423.8%） （353.0%）
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（６） 相談・指導等を受けた学校内外の機関等

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒数×100

４　私立高等学校における長期欠席の状況

（１） 長期欠席者の状況

※表中の右欄（（　）内）は前年度数値

※表中で％を付した（　）内は、該当する生徒数/長期欠席者数×100

（２） 学年別長期欠席理由

（24.6%）

56023

（19.6%）

（56.9%）

2

（63.4%）

（17.0%） （35.8%）

335

6

193

（単位：人）

2 22

（12.8%）

5

スクールカウンセラー、相談員等による専門的な相談を受けた人数⑨

⑥

　　　　　　　　   　　　　                                   　　　　　　　　　　　　   　　校種
    区分

学校外

539

児童相談所、福祉事務所

民間団体、民間施設

上記以外の機関等

養護教諭による専門的な指導を受けた人数

（28.2%）

624

（48.7%）

13

242

⑦

（2.0%）

36

（15.4%） （3.7%）

（5.1%） （1.3%）

0

277

（0.2%）

（28.2%）

① 教育支援センター（適応指導教室）

③

病院、診療所

2

上記①～⑦の機関等での相談・指導等を受けていない人数

②
教育委員会及び教育センター等教育委員会所管の機関
（①を除く）

11

保健所、精神保健福祉センター④

⑤

小学校 中学校

3 20

（7.7%）

（5.1%） （2.2%）

（0.0%）

1 9

（2.6%） （0.9%）

19

（34.0%）

（59.0%）

19

9

（48.7%）

（単位：人）

 　　　　　　　　                   校種
 項目

全日制 定時制 計

学校内

上記①～⑦、⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

（23.1%）
上記⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

⑧

病気
537 （442 ） 2 （451 ）

（36.8%） （32.3%） （4.7%） （31.8%）

（9 ）

経済的理由
21 （13 ） 1 （0 ） 22 （13 ）

（1.4%） （1.0%） （2.3%） （0.0%） （1.5%） （0.9%）

不登校
743 （827 ） 40 （44 ） 783 （871 ）

（50.9%） （60.5%） （93.0%） （83.0%） （52.1%） （61.3%）

その他
160 （85 ） 0 （0 ） 160 （85 ）

（11.0%） （6.2%） （0.0%） （0.0%） （10.6%） （6.0%）

計
1,461 （1,367 ） 43 （53 ） 1,504 （1,420 ）

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

（単位：人）

校種
　　 理由
学年

病気 経済的理由
不登校

その他 合計
中退 原級留置

全
日
制

１年 160 9 298 117 21

３年 171

47 514

２年 206 6 267 92 18 28 507

6 178 27 1 85 440

計 537 21 743 236 40 160 1,461

定
時
制

１年 0 0 6 1 1 0 6

２年 0 0 4 2 0 0 4

３年 0 0 5 1 0 0 5

単位制 2 1 25 0 0 0 28

計 2 1 40 4 1 0 43

合計 539 22 783 240 41 160 1,504
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（３） 不登校になったきっかけと考えられる状況

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する生徒数/不登校生徒数×100

いじめ
7 1

（0.9%） （2.5%）

教職員との関係をめぐる問題
4 0

（0.5%） （0.0%）

（単位：人）

 　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             校種
 　項目

全日制 定時制

学校に係る
状況

進路にかかる不安
48 0

（6.5%） （0.0%）

いじめを除く友人関係をめぐる問題
80 1

（10.8%） （2.5%）

学校のきまり等をめぐる問題
22 1

（3.0%） （2.5%）

学業の不振
88 1

（11.8%） （2.5%）

家庭に係る
状況

家庭の生活環境の急激な変化
30 1

（4.0%）

クラブ活動，部活動等への不適応
18 0

（2.4%） （0.0%）

（10.0%）

入学、転編入学、進級時の不適応
67 1

（9.0%） （2.5%）

本人に係る
状況

病気による欠席
127 1

（17.1%）

（2.5%）

親子関係をめぐる問題
63 4

（8.5%）

（2.5%）

家庭内の不和
18 1

（2.4%） （2.5%）

不安など情緒的混乱
170 14

（22.9%） （35.0%）

（2.5%）

あそび・非行
15 1

（2.0%）

上記「病気による欠席」から「意図的な拒否」までのいず
れにも該当しない、本人に関わる問題

25 0

（3.4%） （0.0%）

無気力
133 14

（17.9%） （35.0%）

不明
14 0

（1.9%） （0.0%）

意図的な拒否
18 2

（2.4%） （5.0%）

計
951 43

（128.0%） （107.5%）

その他
4 0

（0.5%） （0.0%）
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５　私立高等学校における中途退学者数等の状況

(１） 退学者数

※生徒数は平成25年４月１日現在

※表中の（　）内は前年度数値

（２） 退学者の理由別・学年別内訳

【全日制】

※表中の（　）内は、該当する生徒数/退学者数×100

（2.7%）

16

83

223

２年

50

（5.4%）

6

5

4

（8.3%） （0.8%）

33

803

0141 1 3

（4.1%）

（100.0%） （100.0%）（100.0%）

（2.1%）

19024

（1.8%）

1,315

（0.0%）（5.5%）

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

693 494 110 56128

72

47 12 10

（3.8%） （5.5%）

20 19 7 11 1

（10.0%）

46

154

17

30 0

1

5

（6.3%）

計

（9.3%） （8.9%）

7

4

24

0.7%

（2.3%） （3.6%）

4 3

2

（41.2%）

0.3%

284

190 (262)

71

2

1.8% （2.4%）

32111205 58 42

18

18

（21.6%）（17.2%） （17.2%）

542

計

 退学率

　　　　　　  　学科
  学年

45

44177 85 22 24

１年

279

30

（4.3%）

（2.9%）

（25.5%）

73

（4.3%）

（1.7%）

（10.5%）

12

２年

３年

 退学率

 生徒数

 退学者数

 退学率

 生徒数

 退学者数

 生徒数

 退学率

 退学者数

 生徒数

 退学者数

普通科

55,103

693

1.3%

54,561

494

0.9%

52,683

162,347

1,315

0.8%

(163,387)

(1,486)

（0.9%）

0.2%

128

3,576

専門学科

110

3.1%

10,279 (10,949)

3,302

56

1.7%

3,401

（単位:人）

0.9%

56,258

合計

58,857

806

1.4%

58,041

551

（100.0%）

83

201

7

24

550

613

（100.0%）

140

69

（100.0%）

4

13

12

1

53

20

（100.0%）

42

17

計

（9.3%）

149

（4.2%）

63

（2.5%）

（9.9%）

（40.7%）

37

（5.0%）

1,505152

76

（3.6%） （7.9%）

（7.6%） （0.7%）

（2.6%）（0.0%） （3.7%）

（20.8%） （8.9%）

5

（2.0%） （3.1%）

（8.6%）（4.2%） （8.9%） （10.3%） （9.6%）

（3.9%）

3117

（7.6%） （14.5%） （6.6%）

9922

（40.5%） （45.4%）

42

（4.4%）

87 12

（6.6%） （4.5%） （7.1%） （12.5%）

3 35

（15.8%） （21.8%）

103

（10.3%） （9.1%） （4.6%）

328

（18.7%）

（41.5%）

１年 ３年

（25.0%）

（38.2%） （32.1%） （45.8%） （37.4%） （40.0%）（45.3%）

（7.7%） （14.8%）

（2.8%） （3.1%）

38

14 4

19

定時制

（9.1%）

（10.0%）

計

（9.5%）

（21.8%） （32.1%） （8.3%） （23.2%）

18122 5

３年

（8.3%）

２年 ３年 １年 ２年

（10.0%）

3,576 3,302

1.7%

（9.5%） （9.4%）

30

（3.5%）

132

（10.7%）

（1.8%）
問題行動等

その他

経済的理由

１年

（10.4%）

1172

（40.3%）

（9.1%） （3.9%）

　　     学科等
　理由

学業不振

学校生活・
学業不適応

進路変更

病気・けが・死亡

家庭の事情

単位制

 生徒数

 退学者数

 退学率

178

3

1.7%

178

1

0.6%

174

2

1.1%

858

30

3.5%

1,388 (1,418)

36 (26)

2.6% （1.8%）

通信制

11,972

665

5.6%

11,972 （－）

665 （－）

5.6% （－）

12,830

695

5.4%

185,986

2,206

1.2%

（単位:人）

普通科 専門学科 計

計

生徒数 55,103 54,561 52,683 162,347 3,401 10,279 58,679 57,863 56,084 172,626

退学率 1.3% 0.9% 0.2% 0.8% 3.1% 0.7% 1.8% 1.4% 1.0% 0.3% 0.9%
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（２） 退学者の理由別・学年別内訳　（続き）

【定時制/通信制】

※表中の（　）内は、該当する生徒数/退学者数×100

（３） 原級留置者の状況

※生徒数は平成25年４月１日現在

※表中の（　）内は前年度数値

（単位:人）

　　　　　　　　学科
  学年

普通科 専門学科 定時制

１年

 生徒数 55,103 3,576 178

 原級留置者数 123 2 1

 原級留置率 0.2% 0.1% 0.6%

２年

 生徒数 54,561 3,302 178

 原級留置者数 80 1 0

 原級留置率 0.1% 0.0% 0.0%

３年

 生徒数 52,683 3,401 174

 原級留置者数 31

 原級留置者数

0.0% （0.3%）

0 0

 原級留置率 0.1% 0.0% 0.0%

3 82

162,347 (163,387) 10,279 (10,949) 1,388

学業不振
29

１年

（0.3%）

（単位:人）

　　     学科等
　理由 単位制

 原級留置率 0.1% （0.1%）

0 350 0 35

２年 ３年 単位制

850 00学校生活・
学業不適応

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （5.0%）（4.4%）

進路変更
205

（12.2%）（0.0%） （0.0%） （0.0%）

（100.0%） （30.9%）（66.7%） （100.0%）（30.8%）

2 1 2 215

470 0 0
病気・けが・死亡

43

（0.0%） （0.0%） （6.8%）

経済的理由

（0.0%）（6.5%）

（0.0%） （11.4%）（0.0%） （0.0%）

0 790 0

181 0 0
家庭の事情

16

（0.0%） （0.0%） （2.6%）（33.3%）

問題行動等

（33.3%）

829 （－）

（2.4%）

11,972 （－）

計

（0.0%）（32.2%）

（0.0%） （0.3%）（0.0%） （0.0%） （0.3%）

0 20 0

214
その他

214

（0.0%） （0.0%） （30.8%）

3 1

2140 0 0

退学率 5.6%

12,830178 178 174生徒数 11,972174 858

定時制

１年 ２年 ３年 単位制 計

0 0 0 6 6

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （20.0%） （16.7%）

0 0 0 6 6

（20.0%） （16.7%）

2 1 2 10 15

（0.0%） （0.0%） （0.0%）

（100.0%） （33.3%） （41.7%）

0 0 0 4 4

（66.7%） （100.0%）

0 0 0 2 2

（0.0%）

0 2 3

（0.0%） （0.0%） （13.3%） （11.1%）

（8.3%）

0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （6.7%） （5.6%）

1 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%）

（0.0%） （0.0%） （6.7%）

0 0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

0 0 0

（0.0%）

0 0

（0.0%）

合計

58,857

3 1 2 30 36

（100.0%）

1.1% 5.4%

（100.0%） （100.0%）

1.7% 0.6% 1.1% 3.5% 2.6%

1,388178 178

2

（5.0%）

85

（12.1%）

220

（31.4%）

47

（0.0%）

5.2%

79

（11.9%）

77

（11.6%）

（6.7%）

79

（11.3%）

19

（2.7%）

通信制

通信制

計

計

1.7% 0.6%

（30.5%）

701

（100.0%）

13,360

0.1%

2

（0.3%）

665

（100.0%） （100.0%） （100.0%）

2 695

126

0.2%

58,041

81

56,258

31

(4)

単位制

 生徒数 858

(1,418)

計

 生徒数

0.6%

1,148

185,986

5.9%

234 (198) (31)

829 910

0.1%

6.9% （－）

12,830

7.1% 原級留置率 9.4% 6.9%

11,972

 原級留置者数 81
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